
ユ変の人陽 !

多 4め 手ども主で
「真光寺川まつり '2015」 が 7月 25

日 (土)に 開催されました。抜けるような

青空が拡がり気温もぐんぐん上昇しました。

早朝から準備に追われました。ミニ水族館

を設置する者、横断幕を張る者、水鉄砲の

標的を立てる者、テントを建てる者、眼の

回るような忙しさです。お囃子の方々も早

々と支度にかかっています。

10時 、山本代表の挨拶で 「まつり」オ
ー

プンです。待ちかねていた子ども達の歓声

で下堰がいつぱいになりました。
・川の中でバシャバシャ水をかけあう者
・水鉄砲で標的の風船を狙 う者
・笹舟のレースを競う者
・ミニプールで遊ぶ者

にゴわいま kた
やはり人気があつたのは魚捕 りでした。オ

イカフ、ヨシノボリ、 ドジョウ等。
一番の

お手柄はモクズガ土の収穫でした。滅多に

お目にかかれない獲物です。

ミニ水族館ではオイカワが美 しい婚姻色を

見せて泳いでいます。スッポンは大人気で

した。
「まつ り」のクライマンクスミいよぃよお

囃子連の登場です。にぎやかな笛や太鼓の

調べに乗つてオカメとヒヨットコがひょう

きんな亀クを次 披々露します。盛り上がつ

たところで、意IL寿怪22土 鐘坐にあやか

ったお菓子釣り、子ども達は夢中でした。

暑い一日でしたが 200名 余 りの親子が

参カロし川を楽しんでもらいました。子ども

達はきつと川が好きになたことでしょう。

その実顔がなによりのご褒美です。

ご協力下さつた方々に感謝、感謝 !です。

(山口拓郎記)

2016年6月～8月

て6月上旬〕

風爽やか、初夏の気配。タチアオイが花を

つける。 ドクダミの勢い盛ん。藻、川底に

厚く張り付いている。アメンボの群れ。

7日 (日)水質
一斉調査

t6月中旬〕

入梅、肌寒い日が続く。アジサイ色づく。

ノウゼンカズラ最盛期。増水で)|1中の葦

なぎ倒されている。藻、階段にベッタリ。

11日(本)支所で真光寺)|1通信を印AIJする。

出席 4名 。 18時 から魚民で一木会 「ま

つり」の概要と役割分担が発表される。

14日 (日)曇。清掃作業。 12名 参加。魚の

群見当たらず。ゴミ16袋 。

7日 (水)いわせ市会議員から 「まつり」に

参加する旨メールがあった。

19日(金)ア トラクションとして和光小 ・父

兄の和太鼓を依頼したが、当日は先約が

あり無理との旨連絡がある。

て6月下旬〕

時折雨激しく降り、時折強い日射し。タチ

アオイ、アジサイ最盛期。藻、階段に疎ら。

23日 (火)神蔵さん宅訪間、ア トラクション

として 「まつり囃子」を実施してもらえ

ることになる。

25日 (本)子ども生活部児童青少年課発行の
「夏休み子どもフェェアー」が届く。依頼
の通り 「まつ り』掲載されている。市内
の全小学校に配布されるそうだ。
29国 (月)吉田さんの案内で黒ブ||ヘホタル観

賞に出かける。淡い月光の下幻想的。
30日 (火)みどりの森保育園ヘプール借 り入

れと、 トイレ使用を依頼。快諾。

て7月上旬〕

梅雨も終盤、アジサイやや色槌せフヨウ咲

く。藻、川底に張り付く。オハグロトンボ。
7月了日(火)市役所 1階 アロアに 「まつり」
が 「夏休みの催し」として掲示されるb
9日 (本)魚民で一木会、 7名 出席。「まつり」
の詳細と役割分担につき打合わせる。

モ7月中旬〕

梅雨が明けていきなり記録的猛暑、干天が

続く。アジサイ、タチアォィ盛りをすぎフ

ヨウ咲く。藻、高温のせいか勢いを盛 り返

す。汚い断片漂 う。 ト ンボ多く舞 う。

12日(日)清掃 日。晴酷暑。 15名 参加。

ミニ水族館を展示する。道行く人達のぞ

き込んで行く。オイカワの群れ多くみら

れる。ゴミ比較的少ない。 lo袋 。終了

後、倉庫を調べ 「まつり」の準備をする。

16日(本)ショッパーに 「まつり」掲載。
20日 (月)河)|1敷の生い茂った雑草刈 り込ま

れてさつぱりする。

t7月下旬〕

各地の記録的猛暑が報道される。カンカン

照りの酷暑 ・熱帯夜が続く。フノウ最盛期。
ハナモモの実多く落ちる。カルガモの親子

5羽 時折見える。汚い藻の断片おさまる。

21国(火)南東建の担当者と河床の雑草を刈

り込む。借用テントの設置テス ト等。

24日 (金)いよいよ 「まつり」前日。諸用具
の借 り入れ、ホースのチェク、デジキブ

ラシで川底の藻の除去作業等を行う。

25日 (土)快晴 「まつり」開催。多くの子ど

も達でにぎあう。

モ8月上旬ユ

なお酷暑が夜続く。フヨウやや色槌せる。

藤繁茂し棚から垂れる。ハナモモの実、殆

ど落ちる。コイの数めつきり減る。

8月6日 (本)昼から支所で 「通信」印刷。
4名 参加。夕方、魚民で一木会、6名 参

加。議題は 「まつり」の反省が中心。

8月9日 (日)清掃 日。晴、日射しが強い。

鶴)|1短大の学生が4名 参加する。矢崎橋
の下に青々した水草が茂っていた。オイ

カワの群れが見られた。

(8月中旬}

ようやく雨降る。急に気温が下がり秋の気

配となる。サルスベリが花をつける。カフ

セミが 2羽 飛び交うのが見えた。藻、おと

なしくなりを潜めている。

て8月下旬〕

雨模様の日が続く。気温は下が
よ
り凌ぎやす

くなる。池のホテイアオイが花をつける。

サルスベリ花盛 り。ヒルガオが咲く。藻は

ちりじりに萎縮し階段に張りついている。

(山口拓郎記)


